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１．図のような回路において，ab間の合成電気容量を求めよ。 

 

 

 

 

 

２．図のような回路において，抵抗値 Rxの可変抵抗における消費エネルギーを最大にするためには，Rxをいくらにすれ

ばよいか。 

 

 

 

 

１ 合成容量の公式によると，並列の場合は単なる足し算，直列の場合には逆数の足し算をすればよい。 

したがって，並列部分の容量は 10pFであり，全体の容量を Cとすると， 
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  ∴ C = 5 pF 

 

２ 全体を流れる電流は，
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 であるので，Rxにおける消費エネルギーは， 
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したがって， 
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  ∴ Rx = R 

 

１は，いくら電磁気学が苦手といえどもできなければいけない問題です。コンデンサの合成公式は，ばねと同じで，

抵抗と逆になります。 

２はこれまた有名問題です。過去には国家 I種にも類題が出題されたことがあります。ここでは単純に微分しまし

たが，分母分子を Rxで割って，相加平均・相乗平均を使う解答がよく知られています。 

なお，電磁気学専門の人は，消費電力最大の問題では，多少形が異なる場合でも，結局テブナンの定理を使うこと

によって，上の問題と同様の形に持ち込むことができます。たとえば，下図の場合では，Rxが R1と R2の並列合成の

場合に最大となります。このことを確かめてみてください。テブナンの定理自体は国家 I種の択一でも記述でも出題

されますので，用意しておくとよいでしょう。 
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